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〈地域を元気にする秘訣 ― 読者座談会〉
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朝日新聞　２００７年６月１９日
　１８面�定義集　大江健三郎�
エドワード・サイードの意見です
が、最先端から地道なものまで、
専門の研究と日々の実績を重ねた
後、社会の現状と進み行きに憂慮
する者として、それぞれの専門か
ら踏み出して協働する人たち（ア
マチュアとしての知識人）の大切
さです。かれらは実力と勇気をそ
なえた批判者で、時に政府・企業
とも対立します。私は、原爆被災
者の衣料に永年従事され、欧米で
もよく知られている、核廃絶の理
論家の老医師の方に、憲法「九条
の会」の集まりで偶然お会いした
感銘を忘れません。��京都新聞
　２００７年６月２５日�「近江
」を書こう�愛荘町のNPO法人（
特定非営利活動法人）たねや近江
文庫はこのほど、「近江」をテー
マにした文芸作品を対象にした「
たねや近江文庫ふるさと賞」を創
設、作品を募っている。たねや近
江文庫は、滋賀の歴史や文化、風
土を題材にした書籍「シリーズ近
江文庫」の刊行に取り組んでおり
、第一弾として筒井正夫滋賀大経
済学部教授による「近江骨董紀行
」を近く販売する。「ふるさと賞
」は、同シリーズの出版作品を募
るために創設した。�　募集して
いるのは、「近江」をテーマにし
たエッセーや写真紀行、論文など
ジャンルは問わない。四百字詰め
原稿用紙二百五十--三百枚の未発表
の作品で、応募の締め切りは二〇
〇八年五月三十日。受賞作は同年
秋に発表する。最優秀賞には賞金
三十万円を贈り、シリーズ近江文
庫として刊行する。問い合わせは
、たねや近江文庫☎０７４９（４
９）５９３２。��京都新聞　２
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